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1章.直線のベクトル方程式

やさしい高校数学（数Ⅱ+B) 学習範囲 P773～785、788～791、802～811
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𝒖
方向ベクトル

P

直線ABに平行なベクトルを方向ベクトル𝒖という。
直線AB上の点Pを実数tを用いて下式で表すことができる。

𝑶𝑷 = 𝑂𝐴 + 𝐴𝑃

= 𝑶𝑨 + 𝒕𝒖

𝒖 = 𝐴𝐵とすれば、𝒖と𝑨𝑩は平行なので

𝑶𝑷 = 𝑶𝑨 + 𝒕𝑨𝑩

= 𝑂𝐴 + 𝑡 𝑂𝐵 + 𝑂𝐴

= 1 − 𝑡 𝑂𝐴 + 𝑡𝑂𝐵

= 𝒔𝑶𝑨 + 𝒕𝑶𝑩 (𝒔 + 𝒕 = 𝟏)

・・・①

ｓとおく
・・・②

①と②はともに直線AB上の点Pを表しているので、

直線ABのベクトル方程式という。

直線のベクトル方程式

𝑶𝑷 = 𝑶𝑨 + 𝒕𝒖

𝑶𝑷 = 𝒔𝑶𝑨 + 𝒕𝑶𝑩 (𝒔 + 𝒕 = 𝟏)

実数tをパラメータまたは媒介変数と呼ぶ。

・・・②

・・・①

s+t=1もセットで忘れないこと！



点Aと点Bが座標で与えられているときは、ベクトル方程式は成分表示できる。

例1

点A（3,4)と点B（5,8)と与えられているとき、

𝑢 = 𝑂𝐵 − 𝑂𝐴 = 5,8 − 3,4 = (2,4)なので𝑂𝐴 = (3,4) 𝑂𝐵 = (5,8)

𝑶𝑷 = 𝑶𝑨 + 𝒕𝒖 = 𝟑, 𝟒 + 𝐭 𝟐, 𝟒 = (𝟐𝐭 + 𝟑, 𝟒𝐭 + 𝟒)

公式①の形に代入して

𝑂𝑃 = (𝑥, 𝑦)と成分で書くと

𝑥 = 2𝑡 +3⇒ 2𝑡 = 𝑥 − 3と変形
𝑦 = 4𝑡 + 4

上式からパラメータtを消去するとx,yだけの直線の方程式が得られる。

𝑦 = 4𝑡 + 4 = 2 × 2𝑡 + 4 = 2 × 𝑥 − 3 + 4 = 2𝑥 − 2

𝒚 = 𝟐𝒙 − 𝟐

⇐直線ABのベクトル方程式

⇐平面上の直線ABの方程式

平面上の直線のベクトル方程式

例2 空間上の直線のベクトル方程式

点A（-1,1,0)と点B（1,2,3)と与えられているとき、

𝑢 = 𝑂𝐵 − 𝑂𝐴 = 1,2,3 − −1,1,0 = (2,1,3)なので

𝑂𝐴 = (−1,1,0) 𝑂𝐵 = (1,2,3)

𝑶𝑷 = 𝑶𝑨 + 𝒕𝒖 = −𝟏, 𝟏, 𝟎 + 𝐭 𝟐, 𝟏, 𝟑 = (𝟐𝐭 − 𝟏, 𝐭 + 𝟏, 𝟑𝐭)

公式①の形に代入して

↑直線ABのベクトル方程式

𝑂𝑃 = (𝑥, 𝑦, 𝑧)と成分で書くと

𝑥 = −2𝑡 − 1

𝑦 = −𝑡 + 1

𝑧 = −3𝑡

⇒ 𝑡 =
𝑥 + 1

2

⇒ 𝑡 =
𝑦 − 1

1

⇒ 𝑡 =
𝑧

3

と変形

と変形

と変形

3式はすべてｔについて解いた式なので等号で結ぶと、

𝒙 + 𝟏

−𝟐
=
𝒚 − 𝟏

𝟏
=

𝒛

−𝟑
(= 𝒕) ⇐空間上の直線ABの方程式

このようにベクトル方程式では平面上も空間上でも表示はにているが、

ｘ、ｙ、ｚを用いると直線の方程式の形が変わるので注意。



2章.平面のベクトル方程式

2つのベクトルがともに零ベクトル𝟎ではなく、かつ互いに平行でない関係のとき

2つのベクトルは1次独立という。

1次独立な2つのベクトル𝐴𝐵,𝐴𝐶を使って、平面ABC上の点Pは下式のように書ける。

平面ABCのベクトル方程式

𝑨𝑷 = 𝒔𝑨𝑩 + 𝒕𝑨𝑪 (s,tはすべての実数）

注. s+t=1のときは直線、すべての実数のときは平面になる

A

B

C

P

P

空間上の平面ABC上の点Pは下式のように書ける。

A

B

C

O

𝑶𝑷 = 𝑂𝐴 + 𝐴𝑃 = 𝑂𝐴 + 𝑠𝐴𝐵 + 𝑡𝐴𝐶

空間上の平面ABCのベクトル方程式

(s,tはすべての実数）

𝑶𝑷 = 𝑶𝑨 + 𝒔𝑨𝑩 + 𝒕𝑨𝑪



例1 空間上の平面のベクトル方程式

点A、点B、点Cが座標で与えられているときは、ベクトル方程式は成分表示できる。

点A（0,1,1),点B（2,-1,3),点C（1,2,-2),と与えられているとき、

𝑂𝐴 = (0,1,1) 𝑂𝐵 = (2,−1,3) 𝑂𝐶 = (1,2,−2)

𝐴𝐵 = 𝑂𝐵 − 𝑂𝐴 = 2,−1,3 − 0,1,1 = (2,−2,2)

𝐴𝐶 = 𝑂𝐶 − 𝑂𝐴 = 1,2, −2 − 0,1,1 = (1,1, −3)

空間上の平面の公式に代入して

𝑶𝑷 = 𝑶𝑨 + 𝒔𝑨𝑩 + 𝒕𝑨𝑪
= 𝟎, 𝟏, , 𝟏 + 𝒔 𝟐, −𝟐, 𝟐 + 𝒕 𝟏, 𝟏,−𝟑
= (𝟐𝒔 + 𝒕,−𝟐𝒔 + 𝒕 + 𝟏, 𝟐𝒔 − 𝟑𝒕 + 𝟏)

↑空間上の平面ABCの方程式

𝑂𝑃 = (𝑥, 𝑦, 𝑧)と成分で書くと

𝑥 = 2𝑠 + 𝑡

𝑦 = −2𝑠 + 𝑡 + 1

𝑧 = 2𝑠 − 3𝑡 + 1

⇒ 𝑡 =
𝑥 + 𝑦 − 1

2

⇒ 𝑠 =
𝑥 − 𝑦 + 1

4

𝑡 =
𝑥 + 𝑦 − 1

2
𝑠 =

𝑥 − 𝑦 + 1

4
と 𝑧 = 2𝑠 − 3𝑡 + 1の2式を へ代入して

𝑧 = 2
𝑥 + 𝑦 − 1

2
− 3

𝑥 − 𝑦 + 1

4
+ 1

𝒙 + 𝟕𝒚 − 𝟒𝒛 − 𝟑 = 𝟎 ⇐空間上の平面ABCの方程式

上式を整理すると

⇐パラメータs,tについて

解くのがポイント



例2

平面𝑥 + 4𝑦 + 𝑧 − 5 = 0と直線
𝑥 − 2

3
=
𝑦 − 1

−2
=
𝑧 + 3

3
(= 𝑡)

の交点の座標を求めなさい。

𝑥 − 2

3
=
𝑦 − 1

−2
=
𝑧 + 3

3
(= 𝑡)直線 をパラメータtを使って表すと

𝑥 = 3𝑡 + 2

𝑦 = −2𝑡 + 1

𝑧 = 3𝑡 − 3

この上のｘ、ｙ、ｚを 平面𝑥 + 4𝑦 + 𝑧 − 5 = 0へ代入すると

(3𝑡 + 2) + 4(−2𝑡 + 1) + (3𝑡 − 3) − 5 = 0

𝑡 = −1

𝑡 = −1をｘ、ｙ、ｚに代入すると

𝑥 = 3𝑡 + 2 = 3 × −1 + 2 = −1

𝑦 = −2𝑡 + 1 = −2 × −1 + 1 = 3

𝑧 = 3𝑡 − 3 = 3 × −1 − 3 = −6

したがって、交点の座標は (−1,3,−6)

⇐パラメータｔで表すのがポイント



(1)

(2)

(3)

点(1,2,3)を通り、直線の方向ベクトルが𝑢 = (1,2,3)であるような

直線の方程式をパラメータｔを用いて表しなさい。

（1）の式をパラメータを使わずに𝑥, 𝑦, 𝑧だけの式で表しなさい。

（１）,（２）で求めた直線と平面6𝑥 + 3𝑦 + 2𝑧 = 6との交点の座標

を求めなさい。



(4) （1）,（2）で求めた直線を直線Lとし、直線L上の点Pについて考える。

原点Oと点Pを結ぶ直線と直線Lが直交するときの点Pの座標を求めなさ

い。



(1)

(2)

(3)

点(1,2,3)を通り、直線の方向ベクトルが𝑢 = (1,2,3)であるような

直線の方程式をパラメータｔを用いて表しなさい。

（1）の式をパラメータを使わずに𝑥, 𝑦, 𝑧だけの式で表しなさい。

（１）,（２）で求めた直線と平面6𝑥 + 3𝑦 + 2𝑧 = 6との交点の座標

を求めなさい。

𝑂𝑃 = 𝑂𝐴 + 𝑡𝑢

= (1,2,3) + 𝑡(1,2,3)

= (𝑡 + 1,2𝑡 + 2,3𝑡 + 3)

𝑂𝑃 = (𝑡 + 1,2𝑡 + 2,3𝑡 + 3)ゆえに
𝑥 = 𝑡 +1

𝑦 = 2𝑡 + 2

𝑧 = 3𝑡 + 3どちらでも正解

𝑂𝑃 = (𝑥, 𝑦, 𝑧)とすると

𝑥 = 𝑡 +1

𝑦 = 2𝑡 + 2

𝑧 = 3𝑡 + 3

⇒ 𝑡 = 𝑥 − 1

⇒ 𝑡 =
𝑦 − 2

2

⇒ 𝑡 =
𝑧 − 3

3

と変形

と変形

と変形 ゆえに 𝑥 − 1 =
𝑦 − 2

2
=
𝑧 − 3

3
(= 𝑡)

𝑥 = 𝑡 +1

𝑦 = 2𝑡 + 2

𝑧 = 3𝑡 + 3

これを6𝑥 + 3𝑦 + 2𝑧 = 6に代入すると

6(𝑡 + 1) + 3(2𝑡 + 2) + 2(3𝑡 + 3) = 6

18𝑡 + 18 = 6

パラメータtだけの式にする
𝑡 = −

2

3

𝑡 = −
2

3
を𝑥 = 𝑡 + 1, 𝑦 = 2𝑡 + 2, 𝑧 = 3𝑡 + 3へ代入すると

𝑥 = 𝑡 + 1 = −
2

3
+ 1 =

1

3

𝑦 = 2𝑡 + 2 = 2 × −
2

3
+ 2 =

2

3

𝑧 = 3𝑡 + 3 = 3 × −
2

3
+ 3 = 1

ゆえに交点 (
1

3
,
2

3
, 1 )



(4) （1）,（2）で求めた直線を直線Lとし、直線L上の点Pについて考える。

原点Oと点Pを結ぶ直線と直線Lが直交するときの点Pの座標を求めなさ

い。

(1)より直線L上の点Pは 𝑂𝑃 = (𝑡 + 1,2𝑡 + 2,3𝑡 + 3) と書ける

直線Lと𝑢 = (1,2,3)は平行で、直線L ⊥ 𝑂𝑃 ⟺ 𝒖 ⊥ 𝑶𝑷

したがって、𝑢 ∙ 𝑂𝑃 = 0 ⇐ベクトルの直行条件は

内積＝0（第13回学習）

(1,2,3) ∙ (𝑡 + 1,2𝑡 + 2,3𝑡 + 3) = 0

1 × 𝑡 + 1 + 2 × 2𝑡 + 2 + 3 × (3𝑡 + 3) = 0

成分表示の内積の公式

Ԧ𝑎 = (𝑎1, 𝑎2, 𝑎3), 𝑏 = (𝑏1, 𝑏2, 𝑏3)に対して

Ԧ𝑎 ∙ 𝑏 = 𝑎1𝑏1 + 𝑎2𝑏2 + 𝑎3𝑏3

14𝑡 + 14 = 0

𝑡 = −1

𝑡 = −1を𝑥 = 𝑡 + 1, 𝑦 = 2𝑡 + 2, 𝑧 = 3𝑡 + 3へ代入すると

𝑥 = 𝑡 + 1 = −1 + 1 = 0

𝑦 = 2𝑡 + 2 = 2 × −1 + 2 = 0

𝑧 = 3𝑡 + 3 = 3 × −1 + 3 = 0

ゆえに ( 0, 0, 0 )


